
保健だより

今年度８月までに外科の応急処置で訪れた生徒が８０人以

上いました。けがの予防に努めることが一番大切ですが、も

しけがをしてしまっても、迅速な応急処置と経過観察ができ

るように自分でできる手当ての仕方を覚えましょう。
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Ａ：学校や家庭で処置できる程度のキズであれば、

炎症期(受傷後３～４日)が終われば痛みはあり

ませんが、キズ口が乾燥すると、再生しようと

している表皮の細胞やキズ口の神経細胞が痛め

つけられ、皮膚の神経を刺激して痛みが生じま

す。滲出液を保ち、乾燥を防ぐケアを心がけま

しょう。痛みが続く場合は病院へ行きましょう。

特にキズが赤くはれてズキズキ痛む場合は細菌

感染の可能性があるため、必ず病院へ行きまし

ょう。

Ａ：かさぶたの下には、滲出液がしみ出てい

るはずです。今度はそれを乾かさないよう

に救急ばんそうこうを貼って適度な潤いを

保ち、キズの完治を待ちましょう。

もうキズは乾かさない！

早くきれいに治すには、潤いが必要だった。 大切なのは“モイストヒーリング”

医療現場で注目されるモイストヒーリング

「キズは早く乾かして、かさぶたをつくって治す。」この考え(ドライヒーリング)にもとづいて、長年にわたり治療が行われてきまし

た。でも1962年に「キズは乾かすよりも、ぴったりおおって滲出液を保った方が早く治る」(モイストヒーリング)という研究結果が

発表されると、キズケアの方向は“乾燥から湿潤へ”と大きく転換したのです。現在、外科の分野ではキズややけどに、ハイドロコ

ロイド、ハイドロポリマーといったモイストヒーリングに適した素材でできた製品が利用されています。

モイストヒーリングの４つのメリット

①キズが早く治る ②キズ跡が残りにくい

③感染が抑えられる ④痛みが少ない

Ｑ：軽いすりキズ程度でも、 Ｑ：救急ばんそうこうを貼り替えるタイミングは？

救急ばんそうこうは必要ですか？

Ａ：救急ばんそうこうを貼った方が、キズ口を清 Ａ：水で濡れたら貼り替えるのが鉄則。パッド

潔に保ち保護してくれるので、軽いキズだとし が濡れてしまっては、細菌を増やす原因にな

てもキズの治療にはいい。 るからです。

Ｑ：かさぶたをはがしてしまいました。 Ｑ：キズはどうして痛むの？

どうしたらいいですか？

キズのＱ＆Ａ

滲出液とは、じゅくじゅく

した液体で、細胞を増やし成

長させる成分が含まれ、キズ

が治る時に必要なものです。
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